


1. ブランド化の取組
2. 商標での保護
3. 地域団体商標での保護
4. GI(地理的表⽰保護制度)での保護

Todayʼs menu
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2025.3「⿂種変化対応へのヒント オンラインセミナー」

ブランドとは

「ブランド」＝商標。銘柄。特に、名の通った銘柄（広辞苑）

語源︓⾃分の⽜と他⼈の⽜を区別するために、⾃分の⽜に付けた焼き印

ブランドとは、「個別の売り⼿または売り⼿集団の財やサービスを識別さ
せ、競合する売り⼿の製品やサービスと区別するための名称、⾔葉、記号、
シンボル、デザイン、あるいはこれらの組み合わせ」である。

⽶国マーケティング協会（AMA: American Marketing Association）
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ブランドとは

「他のものと区別するためのもの」
「他と差別化されたもの」
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2025.3「⿂種変化対応へのヒント オンラインセミナー」

地域ブランドとは

商品の品質をはじめ、他の地域にない独⾃性、こだわり、地域⾃体に感じる魅⼒、歴史・⽂化な
ど様々な要素を活かした、その地域ならではの「モノ」や「コト」。

その地域ならではの資源を活⽤することで、他の地域ではまねできない“真に強いブランド”を
⽬指せる

他のものと区別するためのもの
他と差別化されたもの

「地域」によって
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ブランドの価値
ブランドという「器」に、プラスまたはマイナスのブランド連想などが「⽔」のように溜まっていき、その溜まった プラ
スとマイナスの要素の総和が、ブランドの資産的価値（ブランド・エクイティ）となる。

現在のブランド戦略は、ブランドという「器」に、どのような資産的価値を蓄積し、その蓄積した価値をどのよう
に 維持・強化・展開させるかという、個別具体的な「中⾝（価値）」のコントロールに主眼が置かれている。
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ブランド化効果

⇒ 市場における差別化 → 「選ばれ」やすくなる。
付加価値創造や脱価格競争に繋がる。

⇒ 売上向上による雇⽤創出。
企業の知名度やイメージ向上。
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⼤切な名前・ロゴを保護
●⾃分たちがその名前・ロゴを使えなくなることを防ぐ

●蓄積される信⽤を横取りされないように
「A⽜」に類似した名称の「Aʻ⽜」が存在すると、
本来「A⽜」の器に⼊るべき信⽤・イメージが「Aʼ⽜」の器に⼊ってしまう
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ブランド名を保護する⼿段

１．商標
２．地域団体商標
３．地理的表⽰（GI）
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商標とは
事業者が商品・サービスに使⽤するマーク

他⼈の商品・サービスと区別するためのマーク

他社との差別化が図れ

登録第4209985号

カルビー株式会社

登録第4413658号

明治ホールディングス株式会社
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商標登録するには︖

登録の主な条件

①その分野の⼀般的な名称や品質を表す⾔葉ではないこと
②他の⼈の登録商標と似てないこと
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商標登録するには︖

①その分野の⼀般的な名称や品質を表す⾔葉ではないこと

同じ⾔葉でも、どの商品・サービスに使うかで変わってくる

産地を表す⾔葉や原材料を表す⾔葉のみの場合もNG
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地域団体商標

「地域ブランド」として⽤いられることが多い、
地域の名称及び商品（サービス）名などからなる⽂字商標について、
商標権を得るための登録要件を緩和するもの。

「地域ブランド」を適切に保護することにより、
信⽤⼒の維持による競争⼒の強化と地域経済の活性化を⽀援することを図る。

地域団体商標 ＝ 「地域名 ＋ 商品(サービス)名」

例えば・・・
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姫路おでん

姫路市において⽣産された調理済みのおでん

【指定商品・指定役務】

姫路市におけるおでんの提供

【権利者】 姫路おでん協同組合
37

引⽤︓姫路おでん組合ホームページより 38
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2024年12⽉末現在登録件数

あらゆる種類の商品・サービスを対象。
⽇本全国を対象。海外の産品も。
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どんな産品・サービスが登録されてる︖

⾷⾁・⽜・鶏果実⽶野菜
69件58件10件78件

調味料⽜乳・乳製品加⼯⾷品⽔産⾷品
23件6件71件60件
酒茶麺類・穀物菓⼦

15件35件19件15件
織物・被服・
布製品・履物医薬品・漢⽅薬植物清涼飲料

73件1件6件1件
仏壇・仏具・

葬祭⽤具・家具おもちゃ・⼈形焼物・⽡⼯芸品・かばん・
器・雑貨

44件19件36件107件
サービスの提供（温泉を除

く）温泉⽊材・⽯材・炭貴⾦属製品・
刃物・⼯具

38件54件15件9件

産品別 地域団体商標の有効登録件数の内訳（2024年12⽉末現在）

※複数産品にまたがるものはそれぞれカウント
40

2025.3「⿂種変化対応へのヒント オンラインセミナー」





地域団体商標の登録要件

１．登録主体
事業協同組合、農業協同組合などの組合、商⼯会、商⼯会議所及び特定⾮営利

活動法⼈、これらに相当する外国の法⼈であること。

１．登録主体
事業協同組合、農業協同組合などの組合、商⼯会、商⼯会議所及び特定⾮営利

活動法⼈、これらに相当する外国の法⼈であること。

２．商標の構成
「地域の名称」と「商品（サービス）名」などの組み合わせからなること。

２．商標の構成
「地域の名称」と「商品（サービス）名」などの組み合わせからなること。

３．地域の名称と商品（役務）との関連性
「地域の名称」と「商品（サービス）」とが関連性を有する（商品の⽣産地など）こと。

３．地域の名称と商品（役務）との関連性
「地域の名称」と「商品（サービス）」とが関連性を有する（商品の⽣産地など）こと。

４．周知性
出願⼈⼜はその構成員の使⽤により、これらの者の商標として需要者（最終消費者

⼜は取引事業者）の間に広く認識されていること

４．周知性
出願⼈⼜はその構成員の使⽤により、これらの者の商標として需要者（最終消費者

⼜は取引事業者）の間に広く認識されていること
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なぜ名称を権利化︖
●有名になった後、⾃分たちがその名称を使えなくなることを防ぐ

●蓄積される信⽤を横取りされないように
「A⽜」に類似した名称の「Aʻ⽜」が存在すると、
本来「A⽜」の器に⼊るべき信⽤・イメージが「Aʼ⽜」の器に⼊ってしまう

●産地結集の旗印にする
権利化により「⾃分たちのブランド」という意識向上。⼀体感やモチベーションの向上
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姫路おでん

姫路市において⽣産された調理済みのおでん

【指定商品・指定役務】

姫路市におけるおでんの提供

【権利者】 姫路おでん協同組合
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引⽤︓姫路おでん組合ホームページより

・古くより醤油・⽣姜の⽣産地であり、⽣姜醤油でおでんを⾷べる⽅法が地
元に定着（地域の独⾃性、地域資源を活⽤）
・2006年に街おこし団体が⽬を付け、「姫路おでん」と命名（差別化）。
・地域団体商標登録を⽬標に、PR活動等に励み、姫路のご当地グルメとし
て全国に幅広く認知。2011年に登録。
・「姫路おでん」による街おこしイベントも積極的に実施（地域の活性化）
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引⽤︓姫路おでん組合ホームページより

・商標権を根拠に「姫路おでん」の名称の無断使⽤禁⽌（信⽤の横取り防
⽌）
・「姫路おでん」の名称使⽤する者を組合員に限定し、新規募集（地域の
⼀体感の醸成、組合員の増加） 47
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メリット ⽣の声︕

祇園パセリ
「パセリのような野菜は通常、せりで販売されてしまうので、以前は安値でたたき売りされてしまうこともありました。しかし、地域
団体商標の取得後は相対取引をすることができるようになりました。売上げの⾯では、単価が１割強上昇しました。現在は
希望の価格を維持できてい ます。東京⽅⾯へは、さらに⾼値で取引されることもあります。」

市場でのたたき売り→相対取引へ 単価上昇!!

特許庁編 地域団体商標活⽤事例集より

宇和島じゃこ天 模倣品へ対抗できるように︕
「模倣品は、品質の悪いものが⾼値で販売されており、申⼊れをしましたが、何も対応されずに無視されてしまう状況でし
た。・・・。地域団体商標を取得後、模倣品への申⼊れをしたところ、すぐに使⽤を中⽌してもらえるようになりました。」

美濃焼 信⽤⼒アップで取引機会が増⼤︕
「“取引先の知財意識も上がってきている関係で、⼤⼿の取引先であればあるほど、商標権を取っているかどうかを気にすると
ころがあります。その点が地域団体商標を取得してよかった点でもあると思います。”」 48
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地理的表⽰保護制度(GI)

⽣産地と結び付いた特性を有する農林⽔産物などの名称を
産品の⽣産⽅法等の基準とともに登録し、
地域の共有財産として保護する制度

農林⽔産省 管轄

※酒類に関するGI制度も別途あり。国税庁管轄。
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⽐較

保護対象

主な登録要件

品質管理

規制⼿段

全ての商品・サービス 農林⽔産物、飲⾷料品など
（酒類などを除く）

周知性

登録主体 ⽣産・加⼯業者の団体
（法⼈格のない団体も可）

農協などの組合、商⼯会、商⼯会
議所、NPO法⼈（法⼈格必要）

⽣産地の⾃然・⼈的要因と結びつ
いた特性、概ね25年の⽣産実績

⾃主管理 規程に基づく団体管理
国のチェック

商標権者による差⽌請求、
損害賠償請求 国による不正使⽤の取締り
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最後に・・・
はじめて出願をする方向けに

相談窓口もあります！

お気軽にご相談ください！
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最後に・・・

・中小企業経営者の生の声

・どういう想いでネーミングしたのか？

・なぜ商標登録したのか？その効果は？

＜発信媒体＞

https://mystorymark-gov.note.jp/

「わたしのStoryMark」
〜名前に込められた想いのストーリーを紹介するメディア〜
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